
 

 

 

 

学生生活の合言葉  「健康と安全が 1番」 

2018 年度 大学運営要諦 

１ 公共性・公平性・公開性が老大運営の命 ２ 老大発展は 大切に思う者の自助努力で 

 特に人気教科の受講選考を厳正に      自分達で出来ることは自分達で 

３ 校内美化は 老大生の心模様の鏡     ４ 老大生のマナーは 地域社会への感謝 

 ゴミを落とさない  掃除は丁寧に     一般車両・歩行者を優先 ウインカーは早めに 
 
＜学生からの声＞ 校庭に落とされた「飴の空き袋」などが目立つ。 

          自家用車の入校時の減速が不十分・ウインカー表示が遅い。 

 

福山夏まつり「二上りおどり大会」（８月１３日 夕刻）の踊り手を募集 

○ コ ー ス  福山城広場(演舞)→(徒歩移動)→北浜通り(演舞) 

福山城築城400年を祝ってコース変更 

 ○ 徒歩移動  福山城東階段→駅中→天満屋前通り→北浜 

階段あり 距離800ｍ 時間20分 

○ 募集期限  ７月２３日（月）     ○ 募集人数：80名 

○ 練習日時  ７月２６日・８月２日・８月９日(いずれも木曜) 

午前９時３０分～１１時   ○ 場所：講堂 

○ 指 導 者  山本千鶴江（学生会役員） 
 

「ボランティア活動」集中講座の受講生を募集 

開講日  ７月２５日（水）・２７日（金）・３０日（月）・８月１日（水）・３日（金） 

時 間  午前９時４５分～１１時３０分   場 所  １－２教室 

内 容  ふれあいサロン・子どもの居場所づくり・災害救援・傾聴などの活動 

 応 募  7月２３日（月）まで  
 

1 学期の終業日・・・・月曜組：７月２３日  火曜組：7月１７日  水曜組：7月１８日 

木曜組：7月１９日  金曜組：７月２０日 

2 学期の始業日・・・・月曜組：９月  ３日    火曜組：９月  ４日    水曜組：９月  ５日 

木曜組：９月  ６日    金曜組：９月  ７日 

 

健康診査  ８月 ７日（火）・８日（水） 午前８時３０分から１０時まで   １－２教室など 
 

学生祭準備委員会 

・日 時  ８月３１日（金） 午前９時４５分   ・場 所  講 堂 

・出席者  学生会本部役員  各学級委員長  芸能発表希望クラブ部長 

 
 スペイン語講座  ・全１０回 木曜 ・午前9時45分～ ・２－１教室  ・受講料無料 

  ・９月13・20・27日 10月11・18日 11月15・29日 12月13日 1月 17・24日 

  ・定員：40人程度  ・講師：前田道子（スペイン語通訳35年） ・応募期限：7月23日 

 

老大創立４５周年記念式典・記念リサイタル（後期全員教養講座） 

日 時  １０月２日（火） 午前１０時 （開場：午前９時３０分） 

場 所   リーデンローズ大ホール 

表 彰   在籍 30期・20期以上の学生と講師 
 

「藤井 風」の歌唱とピアノ 

「ピアノの奇行師」の異名を持ち，常に斬新なパフォーマンスで 

圧倒的人気を誇るピアニスト。 

絶対音感を生かし，洋楽から懐メロまで幅広くカバーするが，演 

奏はすべて耳コピ。 

歌唱力にも定評があり，カバーのみならず作曲も行い，シンガー 

ソングライターとしても活躍中。 

本格的な活動は YouTube 中心で，全国からオファーを受け，演 

奏活動を行っている。   

 1997年 6月岡山県生まれ。身長は181cm。 

 

第４８期学生会長に若林宏治さん 

就任のごあいさつ 

私は，昨年度に引き続いて，去る５月２５日の学生会総会において，老大創立４５

周年の節目の年の会長にご選任いただきました。 

伝統ある老大学生会の第８代会長として，輝かしい歴史をさらに発展させるべく，

その任に精励する所存でございます。 

学生相互の交流を深めながら，皆さんが健康で心豊かな学生生活を送っていただけ

るよう努めてまいります。 

創立４５周年事業を事務局と学生会が一致結束して成功させましょう。そして   

この節目の年が良き思い出の一年となるよう，役員や学生の皆様のご協力をお願い申し上げ，就任のごあいさつ

といたします。 
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健康長寿を応援する老大 

                                   老大学長  髙橋 和男 
今年度は創立４５周年 

 １９７３年 6 月６日，旧社会福祉会館（本町）で開校式を行なった老大。翌年秋には，今の場所に移っ

て，今年度で創立45周年。この間に10万人を超える福山市の高齢者が，「健やかで生き甲斐をもつため

の生涯学習」に取り組んできた。 

 １９９６年に秋篠宮ご夫妻の視察をいただくなど，福山市が全国に誇りうる高齢者施策である。 

高齢社会と老大の役割 

 この45年間で急速に進行した高齢社会は，我が国最大の社会問題だ。医療・年金・介護・少子・過疎・

労働力不足・移民などいずれも重大課題。 

 この課題解決に高齢者の出来ることは限られるが，自助努力はしたいものだ。「健やか・穏やか・和やか」

な日々を過ごし，事件・事故を避ける。健康長寿に努め，次世代に範を示す。老大は，そのための学習の

場である。 

老大校庭は学園広場 

 老大は，今年度も延べ３０００名の人生の達人が，３２教科９７組に集う学び舎・情報ステーション・

学園広場だ。 

 学級会・学生会・クラブ，そして補習や自主的な活動は，老大の役割を更に進化させる学生主体の自主・

自律・友情の取り組み。老大生の意欲と能力を存分に昇華させる無限の分野である。 

条件と規律とマナーと 

 限られた物理的条件・秩序維持のための校内規律・地域感謝の証の登下校マナーに留意した上でなら，

老大は，様々な創意工夫の出来る自由学園。 

事務局の思いつかない老大の施設・機能・情報を活かす斬新な提案と活動を期待している。老大が，多

くの高齢者の健康長寿を応援する全国の先駆けとして，創立５０周年を迎えられるために。 
 

京都御所への旅  ～～  文学散歩  ～～ 

６月２日（土）の早朝，梅雨入り前の晴天に恵まれ，「１０００年の古都」

の京都御所等を巡る旅のスタート。 

最初に，東寺（教王護国寺）を見学。日本一の木造建築を誇る五重塔をは

じめ，弘法大師が真言密教思想を可視化するために建立された立体曼荼羅「五

智如来・五菩薩・五大明王・天部２体・四天王像の計２１体」を拝顔し，荘

厳な雰囲気に浸りました。 

お昼は，京料理の店「湯葉に」で，ゆばづくしの御馳走に舌鼓。 

京都御所では，外国人観光客の多さにびっくり。 

老大生の学習意欲の高さに感化されたガイドさんの気合いが高まり，御

車寄・諸大夫の間・紫宸殿・建礼門・清涼殿・御常御殿などの詳しい解説

を聞くことでき，応募者１５４名の中から幸運を得た８４名は，充実の１

日を過ごしました。 

今年も，企画・事前学習・ご案内をしてくださった藤井康治・古典文学

講師に感謝です。 

 
受賞おめでとうございます 
 
公募第３５回日本・中国水墨画合同展 「法務大臣賞」 菅原洵雪先生（水墨画講師） 
 

第 2回日美展・水墨画部門 「優秀賞（吉祥賞）」 神原 幸子（研・水墨画１組） 

 
高齢社会と老大４５周年  ― 高齢者たるもの！―  前期全員教養講座  

 

元福山平成大学教授  藤井 悟 

はじめに 

私は，太平洋戦争が終わって１年後，３反百姓の農家の次男と

して深安郡千田村に生まれた。 

小学校の頃の記憶で最も印象的なことは，「風呂炊き」だ。敷地

内にある井戸水を釣瓶で汲んで，離れた風呂場まで何回も往復し

て，やっと五右衛門風呂を満たし，風呂を沸かす。 

その焚き木は，友人と一緒に近所の山に目篭を背負って登り，木の葉や松葉を集めたものだ。低学年の仲

間には，高学年が集めた焚き木を分け与え，全員の目篭が一杯になってから一緒に遊んだ。 

この行為には，「助け合い・思いやり・仲間意識」がしっかり詰まっていた。現代社会には，こんな行為

はどこを探しても見つからない。ガスのスイッチをぽんと押せば済むのだから・・。社会の進歩・科学技術

の発展は，人の絆・優しさを無用化し，競争と孤独を増幅させてきた。 朝顔に つるべ取られて もらい水 
 

1 少子・高齢化社会 

2017年10月の総務省推計によると総人口は，１億2670万人余，６５才以上は，3,515万人（全体

の27.7％）。１４歳未満の年少者は，12.3％。ちなみに生産年齢人口（15～64才）は60.9％だが，近

年の高校・大学の進学率の伸びを考えると，実際の就労人口は，50％台と推測される。 

また，近年の非婚・晩婚化により出生率は減少。同時に，高齢者一人暮らし・夫婦二人世帯の増加などに

より1世帯の世帯員も減少。従来存在した家庭の「相互扶助」機能（子育て・介護）は，働き方の多様化に

ともない低下の一途を辿り，単に「寝に帰る」場所と考える若者世代も増えている。 

家に３声あり…赤ちゃんの泣き声・包丁で調理するまな板の音・読経の声 
 

２ 長寿社会をどう生きるか 

経済の発展により暮らしは豊かに，平均寿命も伸び，余暇時間が増加した。一方で時間を持て余す高齢者

も増えた。その結果，多様なレジャー・運動施設・趣味講座などが盛況となっている。 

折角蓄えた長年の人生経験・知識などを活用した社会貢献活動は余り活発とは言えない。自分中心の趣味

に留まっているのは勿体ない！これまでの人生で培い，蓄えた経験や知識を身近な地域で役立てることは，

高齢者の特権であり，若者たちに無言の「後ろ姿」を見せることになるはずだ。  一笑 一若・一怒 一老 
 

３ 新たな学びへの挑戦 － 老大への期待 － 

（１）老大の草創期 

私は，偶然にも老大の船出に立ち会った数少ない一人である。1971年9月に社会福祉会館に就職し，

1973年6月に社会福祉会館で開校した老大と関わってきた。 

老大のモデルは，1969年に兵庫県加古川市に設立の「いなみ野学園」。この先輩校に勝るとも劣らな

い「老大」に発展しようとは，夢にも想像しなかった。 

（２）充実・発展期 

1974年11月，現在地に移転後，開講科目の拡大や研究科新設により大きく充実・発展し，45周年

を迎えた。歴代学長・担当講師を始め多くの関係者各位のご尽力に心より敬意を捧げたい。 
 
教養とは 薄っぺらな断片的な知識や技術ではなく 人格を高めること 人格の一部として 知識がある 

思うなよ 我 かしこしと 夢にだも 学ぶにつれて へりくだりゆけ 

（文責：藤井 悟） 


